
157平成26年 第　 号

2/1

〈声の広報〉議会だよりはボランティア音訳グループ「やまゆり」のご協力により、声の広報を用意し、無料で貸し出しています。 （問い合わせ）議会事務局

　初日の11月28日には、市長から条例の制定など議案32件が提出され、提案

理由の説明などがありました。また、陳情1件の委員会付託を行いました。

　12月6日には、議案28件の委員会付託を行いました。また、人事案件の議

案1件について審議され、原案のとおり同意されました。その後、学校給食セン

ター建設工事の請負契約締結についての追加議案1件の提出がありました。

　12月6日、9日、10日には10人が市政について一般質問を行いました。

　12月12日、13日、16日には各常任委員会が開催され、付託された議案28件、

陳情1件の審査及び所管事務調査を行いました。

　最終日の12月18日には、付託された議案等について各常任委員長から審査

の経過と結果が報告され、議案28件、陳情1件について原案のとおり可決、採

択されました。その後、補正予算などの追加議案7件、議員発議1件の提出があ

りあり、原案のとおり可決されました。

（議決結果はP.6に掲載してあります。）

12月定例会 11月28日～12月18日
会期21日間

平成26年 第1回（2月招集）定例会会期（案）
【会期】平成26年2月20日（木）から3月25日（火）までの34日間

日 曜日 区　　　　　分 傍聴

２/２０ 木 本会議 ○

２５ 火 本会議 ○

３/４ 火 総務企画常任委員会 ○

5 水 文教福祉常任委員会 ○

6 木 建設経済常任委員会 ○

10 月 本会議（一般質問） ○

12 水 本会議（一般質問） ○

13 木 本会議（一般質問） ○

14 金 本会議（一般質問予備日） ○

17 月 予算審査特別委員会 ○

19 水 予算審査特別委員会 ○

20 木 予算審査特別委員会 ○

25 火 本会議 ○

＊一般質問通告一覧表は3月3日頃、ホームページに掲載する予定です。
＊各種会議の詳細については、市役所 議会事務局までお問い合わせください。
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　今年で18回目を迎えた福王神社のお神輿は、新年の時報　今年で18回目を迎えた福王神社のお神輿は、新年の時報
と共にスタートすることから、「日本一早い神輿」と言われていと共にスタートすることから、「日本一早い神輿」と言われてい
ます。ます。
　当初は、奈良輪地区の人達が主体となり担いでいましたが　当初は、奈良輪地区の人達が主体となり担いでいましたが
年々担ぎ手が増え新しい年に活気をあたえてくれています。年々担ぎ手が増え新しい年に活気をあたえてくれています。
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　12 月定例会において、各委員会では付託された議案、陳情の審査及び所管事
務調査が行われました。

総務企画常任委員会

文教福祉常任委員会

【議　　案】
▶議案第３号  袖ケ浦市行政財産目的外使用料条例等の一部を改正する条

例の制定について
・採決の結果 原案可決（賛成多数）
・主 な 質 疑  ①水道料金の経過措置
 ②５つの条例の条例改正適用時期の確認
・討　　　論  賛成
  　今回の条例改正は、消費税法及び地方税法の一部が改正さ

れたことに伴う条例改正であり、改正は妥当と考えるので賛成です。
 反対
  　消費税増税は今からでも中止すべきと考えており、市民負担

を増すこの議案にも反対です。
▶議案第２９号 平成２５年度袖ケ浦市一般会計補正予算（第４号）
・採決の結果 原案可決（全員賛成） 
・主 な 質 疑 ①障害者福祉サービスの利用状況とその推移
 ②障害者福祉サービス費増加分に対する執行の確実性見込み
 ③障害者の就労支援における就職実態状況
 ④理容師派遣の利用者減少へのとらえ方
 ⑤農業委員会委員への研修に対する認識
 ⑥ ゆりの里ポスレジシステム更新理由と更新契約形態の妥当性
 ⑦学校給食センターの職員体制
・討　　　論 なし

【議　　案】
▶議案第４号  袖ケ浦市特定疾患療養見舞金支給条例の一部を改正する条

例の制定について
・採決の結果 原案可決（賛成多数）
・主 な 質 疑  ①支給基準の変更に伴う影響者数及び影響額
 ②改正による受給者のメリット
 ③支給対象を狭めた理由
 ④特定疾患患者から難病患者へ名称を変更した理由
 ⑤名称変更による対象者数の変化
 ⑥新たに対象となる人数
・討　　　論  賛成
  　本改正は、見舞金の支給回数を３回から２回にすることにより、

証明手数料及び申請手続きの負担軽減を図るものであり、額の
改定や基準の見直しについても、事業を継続するためにはやむ
を得ないものであり、更に制度の見直しにおいて、対象者の拡
大を行うことは妥当と考え、賛成です。

 反対
  　支給要件の引き上げや支給額の引下げなど、消費税の増税

が予定されている中で、弱者にしわ寄せがいくような議案には反
対です。

▶議案第５号  袖ケ浦市重度心身障害者福祉手当支給条例の一部を改正す
る条例の制定について

・採決の結果 原案可決（賛成多数）
・主 な 質 疑 ①支給額の減額算定に係る対象者の生活状況や実態の調査
 ②影響額の見込み
 ③受給者数及び改正になる人数の変化
 ④手当の減額に関する市としての考え方
 ⑤支給対象の拡大に伴う該当者数
・討　　　論  賛成
  　本改正は、県の補助基準を超える高い水準にある支給額を

見直し、所得制限を設けることにより県の基準に合わせようとする
ものであるが、一方で、対象者の拡大を図るものであり、障害
者総合支援法等により障害福祉サービスが充実し、扶助費が増
加する中で、支給額、支給基準を補助基準と同様にすることは
やむを得ないことと考え賛成です。

 反対
  　市の財政逼迫を理由にもっとも弱い立場にある人の手当を減ら

し、財政問題に関する過去の反省もない中で、しわ寄せにつな
がるようなやり方は許せないものであり反対です。

▶議案第６号  袖ケ浦市心身障害児福祉手当支給条例の一部を改正する条
例の制定について

・採決の結果 原案可決（賛成多数）
・主 な 質 疑 ①受給者数及び増加の傾向
 ②受給者数の増加の要因
 ③支給額の設定根拠
 ④支給額を減額することによる影響額
 ⑤金額算定に係る生活実態や状況の調査
 ⑥調査を実施しない理由
 ⑦受給権者の住所に関する規定の改正理由
・討　　　論 賛成
  　本市において、心身障害児福祉手当と同様の支給がされてき

た重度心身障害者福祉手当が改正されることに伴い、同手当と
の援護の均衡を図り、持続可能な制度とするために、心身障害
児福祉手当の改正は妥当であり、他市と比べてもいまだ高いこと
もあることから賛成です。

 反対
  　本市はこれまで福祉に力を入れて伝統的に手厚い対応をして

【陳　　情】
▶陳情第８号  新聞への消費税軽減税率適用を求める意見書の提出につい

て
・採決の結果 採択（賛成多数）
・主 な 質 疑 ①新聞の示す範囲
 ②業界の意見集約状況
 ③購読率の低下状況
 ④消費税前提部分の陳情からの削除の是非
 ⑤全国的な本陳情の採決状況
 ⑥陳情の趣旨の守備範囲
・討　　　論  賛成
   　新聞の情報媒体としての歴史的役割は疑う余地はなく、新聞

の社説欄などは教育現場でも利用され、子どもたちの活字離れ
を防ぐためにも、軽減税率は必要なので賛成です。

 反対
  　新聞への軽減税率適用の陳情は理解するが、消費税８％

１０％を前提に陳情が述べられており、消費税反対の立場として
は賛成できないので反対です。

　総務企画常任委員
　委 員 長　佐久間清
　副委員長　前田美智江
　委　　員　在原直樹／篠原幸一／鈴木憲雄／篠﨑龍夫
　　　　　　励波久子／笹生　猛

きたが、今回、減額をしようとしており、しかも財政的背景につ
いて過去の問題に対する反省もなく、弱者に対する手当を減ら
すことは許しがたいことであり反対です。

▶議案第７号  袖ケ浦市ひとり親家庭等医療費等の助成に関する条例の一
部を改正する条例の制定について

・採決の結果 原案可決（全員賛成）
・主 な 質 疑 ①条文中の法律の改正理由
 ②対象拡大の有無
 ③助成方法の変更によるメリット
・討　　　論 なし
▶議案第１４号  袖ケ浦市社会教育委員に関する条例の一部を改正する条例

の制定について
・採決の結果 原案可決（全員賛成）
・主 な 質 疑 ①県及び周辺自治体の改正状況
 ②条例に規定することに伴う委嘱基準の変更
・討　　　論 なし
▶議案第１５号  袖ケ浦市公民館並びに市民会館の設置及び管理等に関する

条例の一部を改正する条例の制定について
・採決の結果 原案可決（賛成多数）
・主 な 質 疑 ①附属設備の使用料を新たに徴収する理由
 ②利用者へのアンケート調査等の実施
 ③ 根形公民館の陶芸窯に関する利用者への調査状況及び利

用者の反応
 ④陶芸窯の改修、更新予定
 ⑤陶芸窯の使用による電気料金の額
 ⑥附属設備を更新した場合の使用料の見直し
 ⑦ 使用料徴収による公民館利用への影響に対するソフト面の対

応
・討　　　論  賛成
  　今回の条例改正は、根形公民館の陶芸室使用料を現状の使

用形態に即して陶芸窯使用料に改定するものであり、また、市
民会館大ホールの附属設備のうち他市で使用料を徴収している
ものについて、新たに使用料を設定し徴収するものであり、いず
れも受益者負担の適正化を図ることを目的とした妥当なものであ
ると考え賛成です。

 反対
  　新たな使用料の徴収は、人材育成等本来の市民会館及び公

民館の活動に逆行するものであり、財政的背景について過去の
財政のあり方に対する反省もないまま、市民の負担を増やすこと
は許せないと思い反対です。

▶議案第１６号  袖ケ浦市立図書館設置条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

・採決の結果 原案可決（全員賛成）
・主 な 質 疑 ① 中央図書館及び長浦おかのうえ図書館の会議室の利用率、

利用状況
 ②目的外使用はすべて有料となるか
 ③図書館の通常利用者に対する目的外使用の周知方法
 ④目的外使用の対象者、団体
 ⑤料金設定における公民館等との比較
・討　　　論  なし
▶議案第１７号  袖ケ浦市社会体育施設の設置及び管理に関する条例の一部

を改正する条例の制定について
・採決の結果 原案可決（賛成多数）
・主 な 質 疑 ①使用料の値上げの算定根拠
 ②近隣市の無料貸出し施設等の評価
 ③値上げを今の時期とした理由
 ④影響額の見込み
 ⑤維持管理費と料金設定の関係
 ⑥料金改定の必要性等に関する使用者への周知
・討　　　論  賛成
  　今回の改正は、受益者負担の適正化を図ることを目的に行わ

れ、各施設の改正後の使用料金は、急激な値上げにならないよ

１２月１２日開催

１２月１３日開催
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建設経済常任委員会

う考慮した妥当な額と思われます。また、施設の一部貸出時間
の拡大は、利用者サービスの向上として行われ、時期的な日照
時間にあわせて拡大するものであり、効果は期待できると思われ
ることから賛成です。

 反対
  　当該施設は、市民の施設として、市民が自由に使い、日常

生活を豊かにするための施設であり、安く提供されなければいけ
ないにもかかわらず、消費税の増税が予定されている中で、財
政難を理由にしながら過去の財政の問題点を明らかにしないで、
負担を増やすやり方には反対です。

▶議案第２１号 袖ケ浦市社会福祉センターの指定管理者の指定について
・採決の結果 原案可決（全員賛成）
・主 な 質 疑 なし
・討　　　論 なし
▶議案第２２号 袖ケ浦市老人福祉会館の指定管理者の指定について
・採決の結果 原案可決（全員賛成）
・主 な 質 疑 ①現状における老人福祉会館のあり方
 ②利用状況、利用割合、利用者の内訳
 ③一般の人の施設利用に対する考え方
・討　　　論 なし
▶議案第２３号  袖ケ浦市放課後児童クラブ会館長浦第二放課後児童クラブ

の指定管理者の指定について
・採決の結果 原案可決（賛成多数）
・主 な 質 疑 ①非公募にした理由
 ②一体的運営の内容
 ③施設間の利用者の偏り
 ④次回の公募、非公募の方法
 ⑤施設間の利用者の振り分け
・討　　　論  なし
▶議案第２５号 袖ケ浦市奈良輪会館の指定管理者の指定について
・採決の結果 原案可決（全員賛成）
・主 な 質 疑 なし
・討　　　論 なし
▶議案第２６号 袖ケ浦市高須会館の指定管理者の指定について
・採決の結果 原案可決（全員賛成）
・主 な 質 疑 なし
・討　　　論 なし
▶議案第２７号 袖ケ浦市蔵波会館の指定管理者の指定について
・採決の結果 原案可決（全員賛成）
・主 な 質 疑 なし
・討　　　論  なし
▶議案第２８号  袖ケ浦市臨海スポーツセンターの指定管理者の指定につい

て
・採決の結果 原案否決（賛成少数）
・主 な 質 疑 ①候補者選定における評価内容
 ②第２順位の団体の点数が高い評価項目の内容
 ③指定管理者による経費削減の推移

【議　　案】
▶議案第１号 袖ケ浦市景観条例の制定について
・採決の結果 原案可決（全員賛成）
・主 な 質 疑 ①条例制定の具体的な目的
 ② 袖ケ浦市の美しい景観を後世に引き継ぐとあるが具体的な場

所等
 ③景観形成推進地区の指定
 ④景観計画の策定
 ⑤景観保全地域等指定の必要性
 ⑥袖ケ浦市景観審議会の構成委員
 ⑦景観まちづくり推進団体の構成委員
 ⑧景観まちづくり推進団体に対する補助金支援
 ⑨景観アドバイザーの職務
 ⑩景観アドバイザーの報酬
 ⑪予算内容
 ⑫広告物等の届出
 ⑬景観重要建築物等の指定
 ⑭条例制定に至る提案経緯
 ⑮行為届出に対する勧告及び命令の内容
・討　　　論 なし
▶議案第２号  袖ケ浦市農村地域食品振興センター設置及び管理に関する

条例を廃止する条例の制定について
・採決の結果 原案可決（全員賛成）
・主 な 質 疑 ①有償譲渡金額の算定方法
 ②補助金の返還
 ③譲渡方法の検討
・討　　　論 なし
▶議案第８号  袖ケ浦市営墓地公園の設置及び管理に関する条例の一部を

改正する条例の制定について
・採決の結果 原案可決（全員賛成）
・主 な 質 疑 ①手数料増額の積算根拠
 ②手数料見直しの基本方針
 ③受益者負担の上限
・討　　　論 なし
▶議案第９号  袖ケ浦市農業センターの設置及び管理に関する条例の一部

を改正する条例の制定について
・採決の結果 原案可決（全員賛成）
・主 な 質 疑 ①手数料増額の積算根拠
 ②講習室の利用実績
 ③講習室の利用者の内訳
 ④講習室利用の制限
・討　　　論 なし

 ④精算項目を除いた実質の管理経費
 ⑤ 指定管理者の業務の再委託における市内業者の使用状況及

びその把握
 ⑥指定管理者導入後の利用状況及び管理運営状況
 ⑦安心、安全に対する提案内容
 ⑧東日本大震災等における施設としての対応
 ⑨制度における地元業者への配慮不足、再委託のダンピング
 ⑩候補選定における過去の事故に関する審議
 ⑪事故への具体的な対応及び維持管理等の評価の考え方
 ⑫再委託先の状況の把握及び指導
 ⑬指定管理者制度と市内業者育成との整合性
 ⑭市内業者育成に係る指定管理者制度の見直し
 ⑮制度に関する検証内容及び結果
 ⑯市内と市外の利用者の比率
 ⑰業務の分離発注
・討　　　論  賛成
  　指定管理者の選定にあっては、縮減効果だけでなく、市民サー

ビス向上のために必要と思われる項目により適正に審査されてい
ると認められ、また、選定された候補団体は、提案内容、過去
の縮減の推移、地元業者への配慮、管理運営方法、利用者
の安全、安心に対する方針等から、指定管理の指定を受ける
団体として適正であると判断し賛成です。

 反対
  　指定管理者制度そのものに反対しています。労働条件や賃

金へのしわ寄せ、安全管理の問題が生じる可能性等様々な問
題点があり、本来市が直接管理すべきものを指定管理者による
管理とする今回の案件については反対です。

▶議案第３２号  君津中央病院企業団規約の一部を改正する規約の制定に関
する協議について

・採決の結果 原案可決（全員賛成）
・主 な 質 疑 ①改正による本市への影響
 ②今後の負担額
 ③利用者数に応じた負担金算定の内容
・討　　　論  なし
【所管事務調査】  ・袖ケ浦市重度心身障害者福祉タクシー等助成事業の見直

しについて
 ・高齢者等生活支援用具給付貸付事業（緊急通報システム

貸付）の見直しについて
 ・袖ケ浦市敬老祝金条例について

　文教福祉常任委員
　委 員 長　佐藤麗子
　副委員長　笹生典之
　委　　員　緒方妙子／長谷川重義／茂木芳和／篠﨑典之
　　　　　　渡辺　盛

▶議案第１０号  袖ケ浦市営土地改良事業分担金徴収条例等の一部を改正す
る条例の制定について

・採決の結果 原案可決（全員賛成）
・主 な 質 疑 ①袖ケ浦市営土地改良事業の有無
 ②条例廃止の検討
・討　　　論 なし
▶議案第１１号  袖ケ浦市都市公園の設置及び管理に関する条例の一部を改

正する条例の制定について
・採決の結果 原案可決（全員賛成）
・主 な 質 疑 ①駐車料金の積算根拠
 ②徴収料金収益
 ③指定管理料の削減
 ④利用料金を徴収する時間
・討　　　論 なし
▶議案第１２号  袖ケ浦市道路占用料に関する条例及び袖ケ浦市準用河川の

占用料に関する条例の一部を改正する条例の制定について
・採決の結果 原案可決（全員賛成）
・主 な 質 疑 なし
・討　　　論 なし
▶議案第１３号  袖ケ浦市都市計画下水道事業受益者負担に関する条例及び

袖ケ浦市公共下水道事業区域外流入受益者分担金に関する
条例の一部を改正する条例の制定について

・採決の結果 原案可決（全員賛成）
・主 な 質 疑 なし
・討　　　論 なし
▶議案第２４号  袖ケ浦市都市公園（近隣公園、街区公園）及び緑地の指定

管理者の指定について
・採決の結果 原案可決（全員賛成）
・主 な 質 疑 なし
・討　　　論 なし
▶議案第３０号  平成２５年度袖ケ浦市農業集落排水事業特別会計補正予算　

（第１号）
・採決の結果 原案可決（全員賛成）
・主 な 質 疑 なし
・討　　　論 なし

　建設経済常任委員
　委 員 長　阿津文男
　副委員長　榎本雅司
　委　　員　粕谷智浩／小国　勇／村田　稔／田邊恒生
　　　　　　塚本幸子／福原孝彦

１２月１６日開催
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市
政
き
く

市
政
き
く

市
政
き
く

を

12月定例会
一般質問者
（質問者10人）

Ｈ
20
年
に
市
農
業
委
員

会
で
不
許
可
相
当
と
な

り
、
県
も
不
許
可
と
し
た
の

で
、
事
業
者
は
裁
判
を
お
こ

し
た
が
、
却
下
さ
れ
た
。
裁

判
で
は
勾
配
が
あ
る
こ
と
で

営
農
条
件
が
悪
化
す
る
こ

と
、
転
用
後
耕
作
す
る
な
ら

農
地
を
事
業
者
に
売
買
し
て

い
る
こ
と
は
不
自
然
と
判
断

さ
れ
た
。
Ｈ
25
年
の
再
申
請

で
は
、
許
可
相
当
と
な
っ
た

が
、
こ
れ
ら
を
ど
う
審
査
し

た
の
か
。

営
農
条
件
や
傾
斜
を
つ

け
る
理
由
の
聞
き
取
り

を
行
い
ま
し
た
。
耕
作
の
意

思
は
、
農
地
復
元
誓
約
書
で

確
認
し
て
い
ま
す
。

最
初
の
農
地
転
用
許
可

申
請
は
Ｈ
17
年
。
３
年

後
に
農
地
に
復
元
す
る
こ
と

を
条
件
に
転
用
許
可
が
お
り

た
。
Ｈ
25
年
の
再
申
請
時
に

は
農
地
に
復
元
さ
れ
て
い
た

か
。

復
元
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

許
可
条
件
が
履
行
さ
れ

て
い
な
い
の
に
、
再
申

請
を
受
理
す
る
の
は
問
題
で

は
な
い
か
。

農
地
を
守
り
、
活
か
す

こ
と
を
主
眼
に
審
査
を

行
い
ま
し
た
。

認
知
症
等
で
徘
徊
す
る
人

の
支
援
に
つ
い
て

徘
徊
し
て
帰
宅
困
難
と

な
る
可
能
性
の
あ
る
人

の
情
報
を
市
や
警
察
署
に
登

録
し
て
お
き
、
保
護
さ
れ
た

と
き
に
は
登
録
情
報
か
ら
個

人
を
特
定
し
て
、
速
や
か
に

帰
宅
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み

を
つ
く
ら
な
い
か
。

認
知
症
に
関
す
る
正
し

い
知
識
の
普
及
や
地
域

で
支
え
合
う
体
制
を
構
築
し

な
が
ら
、
登
録
制
度
の
必
要

性
を
検
証
し
て
ま
い
り
ま

す
。

塚
本
幸
子
議
員

下
宮
田
の
残
土
処
分
場
区
域
内
の

農
地
転
用
に
つ
い
て

消
費
税
を
転
嫁
す
る
も

の
に
つ
い
て
伺
う
。

公
営
企
業
会
計
の
水

道
、
下
水
道
、
農
業
集

落
排
水
の
使
用
料
と
自
動
販

売
機
な
ど
の
行
政
目
的
外
財

産
の
使
用
料
を
値
上
げ
し
ま

す
。

そ
の
他
の
使
用
料
は
３
年
後

に
予
定
し
て
い
る
見
直
し
時

に
反
映
し
て
い
き
ま
す
。

Ｈ
26
年
度
予
算
へ
の
影

響
に
つ
い
て
伺
う
。

歳
入
で
は
地
方
消
費
税

交
付
金
が
現
在
の
1.0
％

か
ら
1.7
％
に
引
上
げ
ら
れ
、

２
億
８
千
２
百
万
円
程
度
の

増
収
を
、
歳
出
で
は
物
件

費
、
維
持
補
修
費
、
普
通
建

設
事
業
費
に
つ
い
て
２
億

５
千
８
百
万
円
程
度
の
歳
出

増
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
扶

助
費
は
社
会
保
障
制
度
の
改

定
も
考
え
ら
れ
る
た
め
見
込

ん
で
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
を

勘
案
し
試
算
す
る
と
歳
入
増

が
歳
出
増
を
若
干
、
上
回
る

の
で
は
な
い
か
と
み
て
お
り

ま
す
。

老
朽
化
す
る
上
下
水
道
な
ど

の
公
共
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管

理
費
の
縮
減
策
に
つ
い
て

上
水
道
に
つ
い
て
伺

う
。

施
設
の
長
期
的
な
整
備

方
針
と
し
て
の
「
施
設

整
備
基
本
計
画
」
を
今
年
度

中
に
、「
第
３
次
中
期
経
営

計
画
」を
来
年
度
に
作
成
し
、

延
命
処
置
を
図
り
縮
減
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

下
水
道
に
つ
い
て
伺

う
。

終
末
処
理
場
に
つ
い
て

は
Ｈ
24
年
度
に
「
長
寿

命
化
計
画
」
を
策
定
し
て
お

り
来
年
３
月
頃
公
表
し
ま

す
。

農
業
集
落
排
水
に
つ
い

て
伺
う
。

平
岡
地
区
が
Ｈ
28
年
度

で
整
備
完
了
し
ま
す
の

で
、
そ
の
後
、
維
持
管
理
計

画
策
定
を
検
討
し
ま
す
。

田
邊
恒
生
議
員

消
費
税
増
税
に
伴
う
市
政
へ
の
影
響
と

対
応
に
つ
い
て

重
要
な
災
害
情
報
の
提

供
と
徹
底
手
段
は
。

防
災
行
政
無
線
、区
配

布
の
戸
別
受
信
機
、安

全
メ
ー
ル
、広
報
車
、
消
防

団
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、新
た

に
緊
急
速
報
メ
ー
ル
を
追
加

し
、
情
報
提
供
の
徹
底
を
し

て
い
ま
す
。

代
宿
交
差
点
や
坂
戸
市

場
な
ど
危
険
指
定
の
な

い
災
害
箇
所
の
対
応
は
。

代
宿
交
差
点
は
排
水
桝

の
増
設
と
改
良
工
事
の

実
施
、
坂
戸
市
場
は
県
へ
機

能
改
善
要
望
を
し
て
い
き
ま

す
。

度
重
な
る
土
砂
、
冠
水

災
害
へ
の
市
の
対
応
は
。

毎
年
点
検
と
状
況
把
握

を
し
て
お
り
、
ま
た
除

草
や
堆
積
物
除
去
等
を
行
い

被
害
軽
減
に
努
め
て
い
ま

す
。

ご
み
の
減
量
化
・
再
資
源
化

に
つ
い
て

有
料
化
の
効
果
と
戸
別

収
集
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

排
出
に
応
じ
た
料
金
負

担
に
よ
り
ご
み
量
が
抑

制
さ
れ
、運
搬
負
担
が
解
消
、

集
積
場
所
の
健
全
管
理
が
図

れ
ま
し
た
。

枝
木
の
有
料
収
集
を
変

更
し
な
い
か
。

地
域
に
よ
り
発
生
量
が

大
き
く
異
な
り
負
担
の

公
平
性
か
ら
有
料
対
象
に
し

ま
し
た
。
指
定
袋
に
入
る
枝

木
は
従
来
通
り
回
収
し
ま

す
。

小
型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル

の
取
り
組
み
状
況
は
。

ご
み
減
量
と
再
資
源
化

を
進
め
る
た
め
本
年
度

中
に
引
渡
し
を
開
始
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

不
法
投
棄
へ
の
対
応

は
。

パ
ト
ロ
ー
ル
強
化
と
監

視
カ
メ
ラ
の
設
置
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

緒
方
妙
子
議
員

防
災
体
制
の
整
備
に
つ
い
て

きれいに利用されている
ゴミステーション

９
月
議
会
で
、
給
食
セ

ン
タ
ー
空
調
工
事
契
約

が
不
承
認
と
な
っ
た
理
由
を

ど
う
考
え
る
か
。

Ｐ※
１
点
の
設
定
が
他
の
業

種
と
バ
ラ
ン
ス
を
欠
い

て
い
た
こ
と
、
指
名
競
争
入

札
と
一
般
競
争
入
札
の
違
い

を
明
確
に
説
明
で
き
な
か
っ

た
こ
と
だ
と
理
解
し
て
い
ま

す
。

Ｐ※
１
点
を
千
６
百
点
に
設

定
し
た
理
由
と
議
論
の

経
緯
は
。

応
札
可
能
業
者
数
を
絞

り
込
む
た
め
で
す
。
指

名
審
査
委
員
会
で
も
特
に
異

論
な
く
、
全
員
一
致
で
決
定

し
ま
し
た
。

契
約
不
承
認
に
よ
り
、

新
給
食
セ
ン
タ
ー
運
用

開
始
遅
延
に
よ
る
費
用
負
担

は
。

消
費
税
増
税
分
、
現
給

食
セ
ン
タ
ー
の
運
用
費

等
お
よ
そ
２
千
３
百
万
円
に

な
り
ま
す
。

こ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
設

定
は
「
議
会
が
追
認
」

す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い

て
議
会
軽
視
で
は
な
い
か
。

こ
の
よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

設
定
は
問
題
だ
と
考
え
る

が
。

今
回
の
経
験
を
十
分
に

踏
ま
え
て
、
二
度
と
こ

の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う

に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

再
入
札
前
に
、
会
派
ご

と
の
勉
強
会
と
称
す
る

説
明
会
が
行
わ
れ
た
よ
う
だ

が
、
こ
れ
は
事
前
審
議
に
あ

た
る
と
考
え
る
が
。

忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を

伺
う
た
め
開
催
し
た
も

の
で
あ
り
、
事
前
審
議
と
は

考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

笹
生
猛
議
員

入
札
制
度
の
問
題
点
に
つ
い
て

安心安全おいしい給食

緊
急
出
動
車
両
に
係
る

一
方
通
行
問
題
の
改
善

策
を
考
え
な
い
か
。

改
善
策
と
し
隣
接
地
の

ち
ば
里
山
セ
ン
タ
ー
内

の
敷
地
の
中
央
に
あ
る
遊
歩

道
の
活
用
許
可
を
県
へ
協
議

し
ま
し
た
が
、
来
園
者
の
安

全
確
保
の
観
点
か
ら
許
可
が

得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
外
周
ル
ー
ト
で

の
検
討
案
が
示
さ
れ
、
敷
地

の
一
部
を
譲
渡
で
き
る
よ
う

県
へ
要
望
い
た
し
ま
し
た

が
、
概
算
設
計
の
結
果
多
額

の
費
用
が
必
要
で
あ
る
た
め

現
時
点
で
は
整
備
は
難
し
い

と
判
断
し
ま
し
た
。

緊
急
出
動
時
に
無
駄
に

か
か
っ
て
い
る
時
間
の

重
み
と
人
命
の
尊
さ
を
考
え

早
急
に
対
処
す
る
考
え
は
な

い
か
。命

に
か
か
る
こ
と
か
ら

対
処
策
を
講
じ
て
い
か

な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。
今
後
、
消
防
本
部
を
含

め
た
将
来
的
な
整
備
構
想
の

検
討
を
含
め
消
防
力
の
強
化

等
を
引
き
続
き
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

市
民
夏
ま
つ
り
に
つ
い
て

東
京
ド
イ
ツ
村
で
実
施

し
て
い
る
夏
ま
つ
り
を

海
浜
公
園
と
の
各
年
開
催
と

し
な
い
か
。

運
営
方
法
や
内
容
等
も

含
め
、
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
今
後
開
催
場
所
も
含
め

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
・
発
給

事
務
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て

パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
・

発
給
事
務
を
当
市
で
行

わ
な
い
か
。

県
の
動
向
を
踏
ま
え
適

切
に
対
応
し
ま
す
。

村
田
稔
議
員

長
浦
消
防
署
の
立
地
場
所
に
つ
い
て

市民夏まつりミニステージ

質問順 議員名 質問日

1 田邊　恒生
12月６日

2 塚本　幸子

3 村田　　稔

12月9日
4 緒方　妙子

5 笹生　　猛

6 篠﨑　龍夫

7 前田美智江

12月10日
8 佐久間　清

9 励波　久子

10 篠﨑　典之

※１…経営規模等評価結果通知書総合評定値（P点）とは、公共工事の入札に参加する建設業者の経営状況、経営規模、技術的能力等について数値化したものです。
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今
回
の
台
風
26
号
で
、

避
難
勧
告
や
避
難
指
示

が
発
令
さ
れ
た
地
域
に
お
い

て
、
災
害
時
要
援
護
者
へ
の

支
援
体
制
を
伺
う
。

防
災
行
政
無
線
の
戸
別

受
信
機
の
活
用
や
区
と

自
治
会
長
宅
へ
電
話
連
絡
を

行
い
、
地
区
の
安
全
確
保
を

お
願
い
し
ま
し
た
。
ま
た
避

難
経
路
で
の
避
難
誘
導
も
実

施
し
ま
し
た
。

避
難
所
に
何
名
の
災
害

時
要
援
護
者
の
方
が
避

難
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
方
々

が
支
援
を
さ
れ
た
の
か
伺

う
。

登
録
者
４
名
の
方
が
避

難
さ
れ
、
自
治
会
や
民

生
委
員
等
に
よ
る
支
援
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
災
害
で
の
課
題

と
今
後
の
対
応
を
伺

う
。

情
報
を
ど
の
よ
う
に
正

し
く
伝
え
る
か
、
防
災

意
識
を
ど
う
高
め
る
か
が
課

題
で
す
。
今
後
も
、
多
様
な

広
報
ツ
ー
ル
を
使
っ
て
災
害

情
報
の
周
知
と
、
実
践
的
な

避
難
訓
練
を
通
し
て
防
災
意

識
の
高
揚
に
努
め
ま
す
。

安
全
安
心
な
街
づ
く
り
の
た

め
の
防
犯
対
策
に
つ
い
て

地
域
で
起
こ
る
犯
罪
の

傾
向
性
と
今
後
の
防
犯

対
策
を
伺
う
。

多
く
は
空
き
巣
や
車
上

狙
い
等
の
窃
盗
犯
で
、

本
年
は
自
動
車
の
盗
難
が
大

幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
対

策
は
、
警
備
会
社
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
に
よ
る
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
、
外
出
の
機
会
が
増

え
る
時
期
に
、
生
活
安
全

メ
ー
ル
や
防
災
無
線
に
よ
る

空
き
巣
等
の
被
害
防
止
の
注

意
喚
起
、
ま
た
防
犯
講
習
会

を
実
施
す
る
な
ど
身
近
な
防

犯
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

前
田
美
智
江
議
員

い
の
ち
を
守
る
災
害
対
策
に
つ
い
て

防犯講習会の様子

５
年
間
で
58
億
円
の
財

源
確
保
が
必
要
な
「
持

続
可
能
な
財
政
構
造
」で
は
、

市
民
に
負
担
を
掛
け
る
方
策

が
目
立
つ
。
大
き
な
力
と
な

る
定
住
者
増
の
方
策
と
し

て
、
対
岸
地
区
の
若
い
人
向

け
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
わ
な
い

か
。

若
い
人
向
け
の
Ｐ
Ｒ
活

動
は
、
現
在
も
大
黒
ふ

頭
や
海
ほ
た
る
、
ア
ウ
ト

レ
ッ
ト
で
行
っ
て
お
り
、
今

後
は
、
都
心
で
の
観
光
イ
ベ

ン
ト
で
の
中
で
も
行
い
ま

す
。

今
行
っ
て
い
る
袖
ケ
浦

駅
海
側
開
発
の
木
更
津

側
な
ど
の
新
た
な
開
発
を
行

わ
な
い
か
。

市
街
地
形
成
の
動
向
を

見
極
め
、
都
市
計
画
と

し
て
総
合
的
に
判
断
し
ま
す
。

交
流
人
口
の
増
加
を
狙

い
、
今
見
直
し
て
い
る

公
共
施
設
の
整
理
の
中
で
、

物
産
品
の
販
売
や
レ
ス
ト
ラ

ン
な
ど
を
始
め
な
い
か
。

現
状
具
体
的
な
も
の
を

持
ち
合
わ
せ
て
い
ま
せ

ん
が
、
事
業
者
の
積
極
的
な

取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
き

ま
す
。

人
件
費
削
減
を
目
指
し
た
政

策
職
員
の
人
件
費
削
減
計

画
で
、
地
域
手
当
抑
制

分
と
し
て
、
Ｈ
27
年
ま
で
で

１
億
４
千
万
円
が
計
上
さ
れ

て
い
る
が
、以
降
は
無
く
な
っ

て
い
る
。
継
続
し
な
い
か
。

ま
た
、
人
事
評
価
の
改
善
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

地
域
手
当
に
つ
い
て

は
、
状
況
が
変
化
し
て

お
り
、
Ｈ
27
年
度
に
な
っ
た

時
、
状
況
を
見
て
判
断
し
ま

す
。
人
事
評
価
は
、本
年
度
、

管
理
職
に
公
正
的
確
に
す
る

よ
う
指
導
し
ま
し
た
。

篠
﨑
龍
夫
議
員

市
税
ア
ッ
プ
を
目
指
し
た
政
策

大黒ふ頭でのPR活動

Ｊ
Ｒ
久
留
里
線
東
横
田

駅
付
近
を
横
断
す
る
変

則
交
差
点
の
整
備
状
況
に
つ

い
て
伺
う
。

県
で
は
、
安
全
対
策
と

し
て
注
意
喚
起
の
た
め

の
看
板
設
置
や
路
面
標
示
の

充
実
な
ど
を
進
め
な
が
ら
、

交
通
状
況
を
勘
案
し
つ
つ
周

辺
道
路
の
活
用
に
つ
い
て
も

検
討
を
し
て
い
く
と
伺
っ
て

い
ま
す
。
市
は
、
抜
本
的
な

改
善
が
図
れ
る
よ
う
状
況
を

見
き
わ
め
な
が
ら
、
県
と
協

議
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

平
成
通
り
と
東
京
湾
ア

ク
ア
ラ
イ
ン
連
絡
道
を

つ
な
ぐ
た
め
の
整
備
状
況
に

つ
い
て
伺
う
。

広
域
農
道
か
ら
南
側
は

木
更
津
市
の
都
市
計
画

道
路
の
た
め
、
木
更
津
市
の

動
向
を
確
認
し
な
が
ら
、
広

域
的
な
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
充
実
と
利
用
者
の
利
便
性

向
上
が
図
れ
る
よ
う
協
議
し

て
い
き
ま
す
。

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

台
風
26
号
襲
来
に
よ
る

冠
水
被
害
等
の
発
生
状

況
と
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

冠
水
被
害
等
は
民
有
地

を
含
め
、
117
箇
所
で
発

生
し
ま
し
た
。
今
回
特
に
被

害
が
大
き
か
っ
た
臨
海
地
区

や
平
成
通
り
に
つ
き
ま
し
て

は
、
排
水
施
設
の
点
検
や
清

掃
を
行
う
と
と
も
に
、
今
後

も
排
水
施
設
の
維
持
管
理
に

努
め
ま
す
。
道
路
冠
水
が
起

こ
り
や
す
い
箇
所
に
つ
い
て

は
、
排
水
桝
の
流
入
口
の
拡

大
や
桝
の
形
状
の
改
良
に
よ

り
排
水
機
能
を
高
め
る
工
事

を
行
う
方
針
で
あ
り
、
早
期

に
こ
れ
ら
の
対
応
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

佐
久
間
清
議
員

主
要
道
路
等
の
整
備
状
況
に
つ
い
て

残
土
埋
め
立
て
業
者
が

下
宮
田
の
農
地
転
用
許

可
の
た
め
農
業
委
員
に
わ
い

ろ
を
渡
し
、
会
社
側
を
含
め

３
人
が
逮
捕
さ
れ
た
。
恥
ず

べ
き
不
正
行
為
で
あ
り
、
市

と
し
て
県
と
農
業
委
員
会
に

残
土
埋
め
立
て
許
可
取
り
消

し
を
求
め
な
い
か
。

県
が
判
断
す
べ
き
で
、

そ
の
考
え
は
あ
り
ま
せ

ん
。

判
決
が
出
て
も
取
り
消

し
を
求
め
な
い
の
か
。

残
土
埋
め
立
て
許
可
へ

の
影
響
等
、
公
判
状
況

を
見
な
い
と
何
と
も
言
え
ま

せ
ん
。

裁
判
の
検
察
側
冒
頭
陳

述
で
は
、「
農
業
委
員

を
兼
務
す
る
市
議
を
含
む
複

数
の
委
員
に
接
待
が
行
わ
れ

た
」
と
い
う
。
市
職
員
な
ら

ど
う
な
る
の
か
。

違
法
行
為
が
あ
れ
ば
、

懲
戒
審
査
委
員
会
で
処

分
を
決
定
し
ま
す
。

接
待
を
受
け
た
と
さ
れ

る
農
業
委
員
、
市
議
が

誰
か
農
業
委
員
会
と
し
て
把

握
し
て
い
る
の
か
。

把
握
し
て
お
り
ま
せ

ん
。

裁
判
を
傍
聴
し
、
接
待

を
受
け
た
農
業
委
員
、

市
議
の
実
名
を
聞
い
て
き

た
。
こ
の
ま
ま
埋
め
立
て
が

進
む
こ
と
は
、
絶
対
許
さ
れ

な
い
。
残
土
条
例
が
必
要
と

思
う
が
、
今
の
市
長
の
考
え

は
。

一
度
、
議
会
に
提
案
し

ま
し
た
が
、
否
決
で
し

た
。
任
期
中
に
考
え
方
を
打

ち
出
せ
る
か
検
討
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

公
民
館
運
営
審
議
会
は

Ｈ
22
年
３
月
25
日
に
公

民
館
使
用
料
の
今
後
の
あ
り

方
に
つ
い
て
市
か
ら
諮
問
さ

れ
、
使
用
料
の
試
算
等
行
っ

た
。
団
体
に
対
す
る
減
免
に

つ
い
て
は
、
減
免
制
度
を
改

定
す
る
と
社
会
教
育
関
係
団

体
、
公
民
館
登
録
サ
ー
ク
ル

の
活
性
化
が
損
な
わ
れ
る
と

し
、
料
金
は
据
え
置
き
、
減

免
制
度
は
現
状
維
持
が
望
ま

し
い
と
答
申
を
出
し
て
い
る

が
、
ど
の
よ
う
に
教
育
長
は

受
け
止
め
た
の
か
。

こ
れ
ま
で
の
活
動
を
停

滞
さ
せ
る
こ
と
な
く

や
っ
て
い
く
に
は
、
ど
う
し

た
ら
い
い
の
か
時
間
を
か
け

て
し
っ
か
り
検
討
し
ま
す
。

答
申
の
内
容
を
尊
重
し

市
の
方
針
を
出
す
べ
き

だ
が
市
長
の
考
え
は
。

答
申
は
私
宛
で
は
な
く

今
手
元
に
な
い
の
で
詳

細
ま
で
承
知
し
て
い
ま
せ

ん
。

市
民
に
直
接
関
わ
る
重

要
な
問
題
で
答
申
が
出

て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
市
長

が
見
て
お
ら
ず
、
財
政
難
だ

と
し
て
答
申
を
無
視
し
て
値

上
げ
の
方
針
を
出
す
こ
と
自

体
問
題
だ
。
南
袖
火
葬
場
用

地
は
地
元
の
反
対
を
押
し

切
っ
て
11
億
5
千
万
円
で
購

入
し
た
が
、
そ
の
ま
ま
に

な
っ
て
お
り
誰
も
責
任
を

取
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
ま
で

の
税
金
の
使
い
道
に
無
駄
が

な
か
っ
た
の
か
検
証
、
反
省

抜
き
に
市
民
に
負
担
を
転
嫁

す
る
や
り
方
は
問
題
で
は
。

行
政
上
の
無
駄
が
な

か
っ
た
か
、
年
月
が
た

つ
と
状
況
は
か
な
り
変
化
し

て
い
き
ま
す
。
ご
理
解
く
だ

さ
い
。

篠
﨑
典
之
議
員

励
波
久
子
議
員

不
正
が
起
き
た
残
土
埋
め
立
て
許
可
は

取
り
消
し
を

減
免
制
度
維
持
で
公
民
館
活
動
の

発
展
・
充
実
を
！

　議会映像をインターネット公開しています。
　本会議終了後、おおむね10日以内にホーム
ページ上で見ることができます。
市のホームページ

（http://www.city.
sodegaura.chiba.jp）
 から市議会のページをクリックしてご覧ください。
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議案
第１号

袖ケ浦市景観条例の制定について
（主な内容）
　新たに形成される景観を適正に誘導し、袖ケ浦の貴重な景観の保全を図り、
魅力ある袖ケ浦市の景観まちづくりを推進することを目的として、景観計画の策
定とともに、その施策の推進に必要な事項を定めるため、新たに条例を制定する
ものです。

原案可決
（全員賛成）　　　　　　　

議案
第２号

袖ケ浦市農村地域食品振興センター設置及び管理に関する条例を廃止す
る条例の制定について
（主な内容）
　袖ケ浦市農村地域食品振興センターの利用形態が当初の目的から変化して
きたことから、君津市農業協同組合に建物の譲渡を行うに当たり、公の施設を廃
止するため、条例を廃止しようとするものです。

原案可決
（全員賛成）
　　　　

議案
第３号

袖ケ浦市行政財産目的外使用料条例等の一部を改正する条例の制定につ
いて
（主な内容）
　消費税法及び地方税法の一部が改正され、平成２６年４月１日から消費税率
が８パーセントへ引き上げられることから、関係する条例の一部を改正しようとす
るものです。

原案可決
（賛成多数）
原案に反対した議員
励波　久子
篠﨑　典之

議案
第４号

袖ケ浦市特定疾患療養見舞金支給条例の一部を改正する条例の制定につ
いて
（主な内容）
　難病患者に対する療養見舞金の額及び支給方法等の見直しを行うため、条
例の一部を改正しようとするものです。

原案可決
（賛成多数）
原案に反対した議員
励波　久子
篠﨑　典之

議案
第5号

袖ケ浦市重度心身障害者福祉手当支給条例の一部を改正する条例の制定
について
（主な内容）
　重度心身障害者福祉手当の支給額等の見直しを行うとともに、新たに所得制
限の設定等を行うため、条例の一部を改正しようとするものです。

原案可決
（賛成多数）
原案に反対した議員
励波　久子
篠﨑　典之

議案
第６号

袖ケ浦市心身障害児福祉手当支給条例の一部を改正する条例の制定につ
いて
（主な内容）
　心身障害児福祉手当の支給額等の見直しを行うとともに、新たに所得制限の
設定等を行うため、条例の一部を改正しようとするものです。

原案可決
（賛成多数）
原案に反対した議員
励波　久子
篠﨑　典之

議案
第７号

袖ケ浦市ひとり親家庭等医療費等の助成に関する条例の一部を改正する
条例の制定について
（主な内容）
　条例中に引用している法律の題名が改められたことに伴う整理を行うこと、及
びひとり親家庭等に対する助成金の助成の方法の見直しを行うため、条例の一
部を改正しようとするものです。

原案可決
（全員賛成）

議案
第８号

袖ケ浦市営墓地公園の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例
の制定について
（主な内容）
　受益者負担の適正化を図ることを目的として、市営墓地公園の使用許可証の
書換え等に係る手数料の見直しを行うため、条例の一部を改正しようとするもの
です。

原案可決
（賛成多数）
原案に反対した議員
励波　久子
篠﨑　典之

議案
第９号

袖ケ浦市農業センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条
例の制定について
（主な内容）
　受益者負担の適正化を図ることを目的として、袖ケ浦市農業センター講習室
使用料の見直しを行うため、条例の一部を改正しようとするものです。

原案可決
（賛成多数）
原案に反対した議員
励波　久子
篠﨑　典之

議案
第10号

袖ケ浦市営土地改良事業分担金徴収条例等の一部を改正する条例の制定
について
（主な内容）
　地方税法の一部が改正され、延滞金の見直し等が行われたことに伴い、市営
土地改良事業分担金、農林業災害復旧事業分担金及び農業集落排水事業
分担金に係る延滞金の見直しを行うとともに、条文の整理を行うため、条例の一
部を改正しようとするものです。

原案可決
（全員賛成）

議案
第11号

袖ケ浦市都市公園の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の
制定について
（主な内容）
　受益者負担の適正化を図ることを目的として、百目木公園多目的広場及びゲ
ートボール場の使用における使用料並びに袖ケ浦公園駐車場の利用における
利用料金を新たに設定するため、条例の一部を改正しようとするものです。

原案可決
（賛成多数）
原案に反対した議員
励波　久子
篠﨑　典之

議案
第12号

袖ケ浦市道路占用料に関する条例及び袖ケ浦市準用河川の占用料に関す
る条例の一部を改正する条例の制定について
（主な内容）
　地方税法の一部が改正され、延滞金の見直し等が行われたことに伴い、道路
占用料及び準用河川の占用料に係る延滞金の見直しを行うとともに、条文の整
理を行うため、条例の一部を改正しようとするものです。

原案可決
（全員賛成）

議案
第13号

袖ケ浦市都市計画下水道事業受益者負担に関する条例及び袖ケ浦市公共
下水道事業区域外流入受益者分担金に関する条例の一部を改正する条例
の制定について
（主な内容）
　地方税法の一部が改正され、延滞金の見直し等が行われたことに伴い、都市
計画下水道事業受益者負担金に係る延滞金及び還付加算金並びに公共下
水道事業区域外流入受益者分担金に係る延滞金の見直しを行うため、条例の
一部を改正しようとするものです。

原案可決
（全員賛成）

議案
第14号

袖ケ浦市社会教育委員に関する条例の一部を改正する条例の制定につい
て
（主な内容）
　地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律
の整備に関する法律で社会教育法の一部が改正され、社会教育委員の委嘱
基準を条例で定めることとされたことに伴い、必要な規定を整備するため、条例
の一部を改正しようとするものです。

原案可決
（全員賛成）

議案
第15号

袖ケ浦市公民館並びに市民会館の設置及び管理等に関する条例の一部を
改正する条例の制定について
（主な内容）
　受益者負担の適正化を図ることを目的として、市民会館及び公民館の使用料
等の見直しを行うため、条例の一部を改正しようとするものです。

原案可決
（賛成多数）
原案に反対した議員
励波　久子
篠﨑　典之

議案
第16号

袖ケ浦市立図書館設置条例の一部を改正する条例の制定について
（主な内容）
　受益者負担の適正化を図ることを目的として、図書館の会議室等及びその附
属設備について、新たに使用料を設定するとともにその使用に関する手続を定
めるため、条例の一部を改正しようとするものです

原案可決
（全員賛成）

議案
第17号

袖ケ浦市社会体育施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条
例の制定について
（主な内容）
　受益者負担の適正化を図ることを目的として、社会体育施設の使用料等の見
直しを行うため、条例の一部を改正しようとするものです。

原案可決
（賛成多数）
原案に反対した議員
励波　久子
篠﨑　典之

議案
第18号

教育委員会委員の任命について
（主な内容）
　教育委員会委員江頭由美子氏が平成２５年１２月１４日をもって任期満了とな
るため、後任に中村伸子氏を任命することについて、議会の同意を求めるもので
す。

原案同意
（全員賛成）

議案
第19号

市道路線の廃止について
（主な内容）
　袖ケ浦駅海側土地区画整理事業の施行により、一部の区間において道路と
しての機能が失われた市道奈良輪１号線を廃止することについて、議会の議決
を求めるものです。

原案可決
（全員賛成）

議案
第20号

市道路線の認定について
（主な内容）
　袖ケ浦駅海側土地区画整理事業の施行により、一部の区間において道路と
しての機能が失われた路線のうち、道路としての機能が残る部分を市道奈良輪
１号線として新たに認定することについて、議会の議決を求めるものです。

原案可決
（全員賛成）

議案
第21号

袖ケ浦市社会福祉センターの指定管理者の指定について
（主な内容）
　袖ケ浦市社会福祉センターの指定管理者の指定に当たり、議会の議決を求
めるものです。

原案可決
（全員賛成）

議案
第22号

袖ケ浦市老人福祉会館の指定管理者の指定について
（主な内容）
　袖ケ浦市老人福祉会館の指定管理者の指定に当たり、議会の議決を求める
ものです。

原案可決
（全員賛成）

議案番号 件　　　　名　　　　等 議決結果 議案番号 件　　　　名　　　　等 議決結果
議案
第23号

袖ケ浦市放課後児童クラブ会館長浦第二放課後児童クラブの指定管理者
の指定について
（主な内容）
　袖ケ浦市放課後児童クラブ会館長浦第二放課後児童クラブの指定管理者
の指定に当たり、議会の議決を求めるものです。

原案可決
（全員賛成）

議案
第24号

袖ケ浦市都市公園（近隣公園、街区公園）及び緑地の指定管理者の指定
について
（主な内容）
　袖ケ浦市都市公園（近隣公園、街区公園）及び緑地の指定管理者の指定に
当たり、議会の議決を求めるものです。

原案可決
（全員賛成）

議案
第25号

袖ケ浦市奈良輪会館の指定管理者の指定について
（主な内容）
　袖ケ浦市奈良輪会館の指定管理者の指定に当たり、議会の議決を求めるも
のです。

原案可決
（全員賛成）

議案
第26号

袖ケ浦市高須会館の指定管理者の指定について
（主な内容）
　袖ケ浦市高須会館の指定管理者の指定に当たり、議会の議決を求めるもの
です。

原案可決
（全員賛成）

議案
第27号

袖ケ浦市蔵波会館の指定管理者の指定について
（主な内容）
　袖ケ浦市蔵波会館の指定管理者の指定に当たり、議会の議決を求めるもの
です。

原案可決
（全員賛成）

議案
第28号

袖ケ浦市臨海スポーツセンターの指定管理者の指定について
（主な内容）
　袖ケ浦市臨海スポーツセンターの指定管理者の指定に当たり、議会の議決
を求めるものです。

原案可決
（賛成多数）
原案に反対した議員
長谷川　重義
茂木　芳和
退席した議員
励波　久子
篠﨑　典之

議案
第29号

平成２５年度袖ケ浦市一般会計補正予算（第４号）
（主な内容）

原案可決
（全員賛成）補正後　予算額 補正前　予算額 予算額の増減

251億
7千404万8千円

249億
7千340万6千円

２億
64万2千円

議案
第30号

平成２５年度袖ケ浦市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）
（主な内容）

原案可決
（全員賛成）補正後　予算額 補正前　予算額 予算額の増減

3億
9千976万1千円

3億
9千600万円 376万1千円

議案
第31号

専決処分の承認を求めることについて（平成２５年度袖ケ浦市一般会計補
正予算（第３号））
（主な内容）
　長浦小学校屋内運動場耐震補強等工事において、工事の進行過程で軒部
鉄骨の腐食等が見つかり追加工事費が必要となったが、急を要したため、平成
２５年１０月２日に専決処分したものです。

原案承認
（全員賛成）

議案
第32号

君津中央病院企業団規約の一部を改正する規約の制定に関する協議につ
いて
（主な内容）
　君津中央病院企業団の経費の一部である関係市の負担金の負担割合の全
面的な見直しを行うため、規約の一部を改正することについて、関係地方公共
団体と協議するに当たり、議会の議決を求めるものです。

原案可決
（全員賛成）

議案
第33号

契約の締結について（袖ケ浦市立学校給食センター建設工事（空調換気
設備工事））
（主な内容）
　袖ケ浦市立学校給食センター建設工事（空調換気設備工事）の請負につい
て議会の議決を求めるものです。

原案可決
（賛成多数）
原案に反対した議員
励波　久子
篠﨑　典之

議案
第34号

袖ケ浦市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定
について
（主な内容）
　千葉県人事委員会の給与改定勧告を踏まえ、一般職の職員の給与を改定
するため、条例の一部を改正しようとするものです。

原案可決
（賛成多数）
原案に反対した議員
篠﨑　龍夫

議案
第35号

平成２５年度袖ケ浦市一般会計補正予算（第５号）
（主な内容）

原案可決
（全員賛成）補正後　予算額 補正前　予算額 予算額の増減

252億
5千844万9千円

251億
7千404万8千円 8千440万1千円

議案
第36号

平成２５年度袖ケ浦市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
（主な内容）

原案可決
（全員賛成）補正後　予算額 補正前　予算額 予算額の増減

72億
3千959万4千円

72億
3千936万円 23万4千円

議案
第37号

平成２５年度袖ケ浦市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
（主な内容）

原案可決
（全員賛成）補正後　予算額 補正前　予算額 予算額の増減

3億
9千857万9千円

3億
9千853万7千円 4万2千円

議案
第38号

平成２５年度袖ケ浦市介護保険特別会計補正予算（第２号）
（主な内容）

原案可決
（全員賛成）補正後　予算額 補正前　予算額 予算額の増減

35億
74万9千円

35億
43万8千円 31万1千円

議案
第39号

平成２５年度袖ケ浦市農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）
（主な内容）

原案可決
（全員賛成）補正後　予算額 補正前　予算額 予算額の増減

3億
9千981万7千円

3億
9千976万1千円 5万6千円

議案
第40号

平成２５年度袖ケ浦市公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）
　（主な内容）
（主な内容） 原案可決

（全員賛成）補正後　予算額 補正前　予算額 予算額の増減
13億
2千550万9千円

13億
2千540万円 10万9千円

報告
第1号

専決処分の報告について
（主な内容）
　車両物損事故に係る和解及び損害賠償額の決定について専決したので報
告するものです。

―

報告
第2号

専決処分の報告について
（主な内容）
　車両物損事故に係る和解及び損害賠償額の決定について専決したので報
告するものです。

―

陳情
第8号

新聞への消費税軽減税率適用を求める意見書の提出について
（主な内容）
　国に対し、消費税率引上げに際し、新聞への軽減税率の適用を実現する意
見書の提出を求めるものです。

採択
（賛成多数）
原案に反対した議員
粕谷　智浩
小国　勇
鈴木　憲雄
励波　久子
佐藤　麗子
田邊　恒生
篠﨑　典之

発議案
第1号

新聞への消費税軽減税率適用を求める意見書について
（主な内容）
　陳情第８号の願意に沿い、意見書を国に提出するものです。

原案可決
（賛成多数）
原案に反対した議員
粕谷　智浩
小国　勇
鈴木　憲雄
励波　久子
田邊　恒生
篠﨑　典之
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